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［２０２０年６月７日主日礼拝説教要旨］ 

 

「苦しみのあとで」 

聖書の箇所：Ⅰペテロ ５：１０～１４ 

今週の御言葉：「神ご自身が、あなたがたをしばらくの苦しみのあとで完全にし、堅く立たせ、

強くし、不動の者としてくださいます。」（Ⅰペテロ５：１０） 

 

＜導 入＞ 

 コロナウィルスの感染は、いまだに収まっていません。しばらく前の５月の朝日新聞に、コ

ロナウィルスに感染した人の体験談が載っていました。元阪神のコーチで、現在野球評論家の

片岡篤史（あつし）さんの体験です。抜粋して紹介したいと思います。「政府が緊急事態宣言

を出した４月７日夜、息苦しさを覚え、病院に担ぎ込まれました。PCR 検査を受けると陽性

で、そのまま入院でした。『自分はかからない』と高をくくっていましたので、ショックでし

た。・・・入院後、せきがすごく出て熱も下がらず、寝たきりで息苦しかった。トイレに行く

にも、ベッドに腰掛けて座ると、肺が圧迫され、痛いというより苦しいのです。人生で初めて

動けないと感じました。３日間は食事を取ることができませんでした。病室は個室で、二重の

扉でした。看護師さんは病室を後にする度、マスクや防護服を捨てて、消毒してから出ていき

ました。・・・インフルエンザ用の薬「アビガン」を服用して、熱が下がり始めました。・・・

１７日間入院して退院しました。医療従事者の皆さんは、ウィルスと最前線で闘ってくれてい

ます。自分も本当に助けられました。『自分一人くらいは大丈夫』という気持ちを捨てるのが

大事です。ユーチューブに寄せられた励ましの言葉にとても救われました。感謝申し上げます」

と。片岡さんの貴重な体験です。片岡さんは、残念ながらコロナウィルスに感染したためにあ

のような苦しい体験をされましたが、その体験を通して医療従事者の方々の大変さと、多くの

人々からの励ましの言葉への感謝を持つようになられました。これは、あの苦しい体験を通過

された片岡さんだからこそ学べたことです。ペテロは、この手紙で苦難に直面しているクリス

チャンを励まし続けてきましたが、その終わりになって苦難の中にも神様の恵みがあることを

語ります。 

  

主 題： 苦難の中にも、神様の恵みは現わされます。そのような恵み深い神様に、苦難に遭

っている人々のために祈りましょう。 

 

    Ⅰ．苦難の中の神様の恵み 

▽Ⅰペテロ５：１０ 私たちが信じている神様は、「あらゆる恵みに満ちた神」です。私たち

が、どのような苦しみや試練に遭おうとも、またどのような悩みや問題に直面しようとも、神

様はそれに相応しい恵みを与えてくださいます。苦難の中に神様の恵みが隠されています。そ

の恵みとは、何でしょうか。 

①「完全にし」。この言葉は、マルコ福音書１章１９節「網を繕っていた」という箇所に使わ

れています。網を修理するのに用いられています。なくなったものを補充し、壊れているもの

を修理し、欠けたところを修復させることを意味しています。苦難は、人の人格に欠けている

ものを加え、修復します。弱さを補い、他の人を思いやることや感謝の気持ちを言い表したり、

人に対する謙遜さを持つようになります。詳訳聖書では、「あなたがたをあるべき姿に変え」

となっています。品性が磨かれ、人格が成長します。かつてエドワード・エルガー卿は、自分

が作詞した歌をソロで歌っていた若い女性の声を聞いたことがあります。その女性は純粋で清
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く、音域の広い声で、完璧な技巧を持っていました。歌が終わると、エドワード卿は、やさし

く「彼女の心を傷つけるようなことが起これば、それこそ本当に立派なものとなるだろう」と

言いました。心を傷つけられる苦しみによって、その女性の品性が磨かれ、技巧以上のものを

伝えられるというのです。苦難によって、能力の優秀さという自我が砕かれた時、その人は一

回り大きく成長します。クリスチャンも、苦難に直面し、自分ではどうすることもできなくな

った時、神様によりすがり、神様の恵みをより深く見出します。またある人が、自分の息子を

亡くした女性のことを語っています。その人は「彼女が自分の息子を失ったことによって、や

さしい目を得ました。それで、母親たちが子供を失った時、彼女のもとにかけよるのです」と

言っています。自分の息子を失うという苦難を体験したその女性は、その苦難を通して何かを

学びました。苦難は、人生の歩みに神様の恵みの一つを加えます。日野原重明先生は、「本気

で泣いた経験のある人は、人の痛みを知ることができます。傷ついている人にただ寄り添った

り、励ましの言葉をかけたり、そんな慈愛の心が育まれるのです。人に優しくできる人は、き

っと人からも優しくされるでしょう」と言っておられます。 

②「堅く立たせ」。この言葉は、９節の「堅く信仰に立って」と同じ言葉です。この言葉は、

大理石のように堅固になることを意味します。スポーツ選手が、厳しい訓練とあらゆる努力か

ら、誰にも打ち負かされないねばり強さと持久力を身につけるように、苦難はそれに打ち負か

せられない強さを培います。神様は、どんな苦難に直面してもつまずき倒れない強さを与えら

れます。この言葉は、イエスがペテロに語られた言葉の中で使われています「だからあなたは

立ち直ったら、兄弟たちを力づけてやりなさい」の「力づける」と同じ言葉です（ルカ２２：

３２）。神様は、苦難の中で信仰に立つことができるように、「力づけ」てくださいます。「力

づけられる」のは、神様の恵みの一つです。 

③「強くし」。この言葉の原語は、「力で満たす」という意味があります。痛みや悲しみ、失望、

挫折を通り抜けてきた信仰は、さらに力強くされます。風は弱い炎を消してしまいます。しか

し、同じ風が強い炎を燃え立たせることもあります。信仰生活における苦難の場合も、同じこ

とが言えるのではないでしょうか。５月号の「よろこびの泉」の西岡智子さんのあかしに、励

まされました。「彼女は、１９７０年１７歳の時に、洗礼を受けました。１９８１年、同じ教

会の男性・西岡誠也さんと結婚しました。三人の子供も与えられ、恵まれた２１年が過ぎまし

た。ところが、２００２年の夏、主人が突然脳幹出血で倒れ、病院に運ばれました。４８歳で

した。担当の医師の最初のことばは『延命はどうしますか？』でした。その言葉を聞いた時、

理解に時間がかかりました。しばらくして、わかりました。今の医学の力では主人を助けるこ

とができないのだと。神様の介入、神の御手に委ねるしかないと理解した時、私は不思議なほ

ど平安を得ました。順風満帆に見えていた私たちの人生は一瞬にして嵐の海と変わりました。

教会から多くの兄弟姉妹が病院に駆けつけてくれました。主人の病状は、呼吸をつかさどると

ころが出血したので、即死でもおかしくなかったのです。しかし神様は、主人を生かしてくだ

さいました。医療スタッフの手厚い治療と看護はもちろんですが、それとともに主人を知る多

くのクリスチャンのあついとりなしの祈りがあったことを忘れることができません。たくさん

の祈りが神様の前に届いたと思います。その日から１８年が経ちました。見えず、話せず、食

べられず、動けなかった主人が、今は見え、話し、食べ、左手は動くようになりました。主人

は奇跡的な回復をしました。・・・すべての栄光を神に帰し、感謝しつつ。」とありました。西

岡さんの信仰は、ご主人の病気によって強められ、神様にゆだねる信仰へと導かれました。そ

れとともに、周りのクリスチャンのとりなしの祈りの火が燃え上がりました。苦難は、ますま

す信仰の火を燃え上がらせます。 

④「不動の者とする」。この言葉の原語は、「基礎をかたく置く」という意味があります。悲し

みと苦しみに追い詰められた時、自分の信仰の根底にあるものが現れます。本当に、自分は神

様への信仰に立っているのだろうかと自分自身に問いかけます。そこで、自分にとって何が必

要なのか、自分の信仰が本物なのかどうか、それなくして生きていけないものを見出します。 
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大切なのは、苦難に遭っている私たちがこれらの恵みを自分で勝ち取るのではなく、神様が

苦難を通してもたらしてくださることです。苦難は人を悲しみと絶望に追いやることもありま

す。かつて持っていた信仰を奪い取ることもあります。しかし、私たちの父なる神様は、その

子供に不要な涙を流させないという確信と神様へのゆるぎない信頼をもって、その苦難を受け

入れるのです。そうすれば、苦難を通してでなければ学ぶことができない信仰の素晴らしさを

見出します。私たちは、よく「あの苦しみがあったので今の私がある。あの苦しみのトンネル

を通ったので、今置かれている所のしあわせがわかる」と言うことがあります。私たちが体験

する苦しみは、「しばらく」です。いつかは終わります、しかしどのような苦難を体験しよう

と、「永遠の栄光」に招き入れてくださるという神様の約束は確かです。 

 

Ⅱペテロのあいさつと祈り 

▽Ⅰペテロ５：１２ ここからは、ペテロがシルワノから筆を借り受けて、自筆のあいさつを

書きました。「シルワノ」は、使徒の働きでは「シラス」と呼ばれていました。彼はエルサレ

ム教会の指導者の一人でした（使徒１５：２２）。その後、彼はパウロの第二回伝道旅行に同

行しました（使徒１５：４０）その時以来、彼はピリピにおいてパウロとともに捕らえられ、

牢屋に入れられました（使徒１６：１９，２５）。その後、コリントでパウロと合流し、彼と

ともに福音を宣べ伝えました（使徒１８：５）。彼はパウロの同労者であるとともに、ペテロ

のよい助け手でした。このペテロの手紙が優れたギリシャ語で記されているのは、シルワノの

助けがあったからだと言われています。シルワノは、ローマ市民でもあったからです（使徒 

１６：３７）。シルワノは、ペテロの「忠実な兄弟」であり、助け手でした。彼は、福音宣教

においても、また教会においてもなくてはならない人の一人でした。シルワノの働きなくして

は、パウロやペテロの働きはなかったのではないかと言われています。彼は、表だった所では

なく、目立たない所で、忠実に神様の働きにあたりました。シルワノの働きがあったので、ペ

テロの手紙が書かれ、神様の言葉が伝えられました。今日も、このような忠実な神様の働き人

が起こされているのは、神様のみわざです。 

▽Ⅰペテロ５：１３ この箇所には、いろいろな解釈があります。一番受け入れられているの

は、「バビロン」とはローマであり、「選ばれた婦人」とは、ペテロの妻であるというものです。

それとともに大切なのは、「私の子マルコ」という人です。この人は、マルコ福音書を書いた

人であるとされています。当時の歴史家によると、「マルコはペテロの通訳者であった。マル

コは主から聞いた人でもなく、その弟子でもなかった。彼はペテロに従い、ペテロから聞いた

イエスの教えと行動を注意深く書き記した」と述べています。マルコ福音書は、ペテロが言っ

たことを、マルコが書きました。 

Ⅰペテロ５：１４ 「愛の口づけ」は互いの愛と善意の表現でしたが、これが誤解を生んだた

めに廃止されるようになりました。しかしペテロは、クリスチャンが互いに愛し合うのを勧め

ていることは確かです。最後に「キリストにあるあなたがたすべての者に、平安があるように」

という祈りで終えています。彼は、クリスチャンが苦難の中にあっても、神様の平安を満たさ

れるようにと祈っています。ペテロは、苦難に遭っているクリスチャンのために、祈りながら

この手紙を書いたことでしょう。イエスから聞いた教え、目撃した神様のみわざ、自分の歩み

の中に現わされた神様の恵みを思いながら、クリスチャンたちが何とかして神様の恵みにしっ

かり立ってほしいという祈りがあちこちににじみ出ています。４章では、「祈りのために、心

を整え身を慎みなさい」と祈りを励まし、その後も４：１１にも５：１１にもペテロの祈りが

記されています。ペテロはこの手紙を書いた後も、クリスチャンのために祈り続けたにちがい

ありません。私たちも、ペテロのように苦難に遭っている人々や教会のために祈りましょう。 

 

 


